　　勝元：はい、三、二、一、カッツと圭子の

一緒に：日本語上等！

勝元：どこが上等？

圭子：はい、リスナーズの皆さまこんにちはー
勝元：具体的に言って、どこが上等？　　

圭子：えーたくさんのコメントどうもありがとうございました。すごい嬉しかったよね、カッツ。

勝元：そうよね、で、でーしかも皆さん今日のテーマはいい発音。いい発音。

圭子：皆さんにねあの　　―

勝元：はっきりね　

圭子：あの声が聞き取りにくいって言われたのをすごい気にしてるんですよ

勝元：そうよねめっちゃ気にしてる。でしかもね、あの昨日アマゾンからー

圭子：はいー

勝元：超高性能マイクロフォンを一応あの購入させていただきました。

圭子：うん、うん、それで？

勝元：それでね、あの、ま、お急ぎ便で送ってもらって、―

圭子：うん、うん

勝元：当日ね、当日一応届いたわけー

圭子：ｳﾜｵ

勝元：そう、届いてさ、開けて入ってたよね、中にあの超高性能なマイクが

圭子（一緒）：高性能なマイクが

勝元：そう、で一応こういうね、マイクの何、所にね、入れて、さしこんで

圭子：使ってみた

勝元：や反応なし

圭子：反応なし

勝元：沈黙
圭子：didn’t work？

勝元：そう、全く反応なし、動作不良というか、ま、で、やっぱりその、ね、

えー、返品せざるを得なく、得なくて、　えへへ　笑うなよ（笑）、もー

必死で、必死でやってんだろーがよー。もー。
圭子：まーとにかくにね、カッツ先生はね、その、非常にたくさんの生徒がいる手前ね、

あの、いい日本語を喋れなきゃってすごい緊張してるんですよね
勝元：めっちゃ緊張

圭子：でも、でも圭子さんはですね、あの皆の

勝元：超緊、超緊

圭子：日本語がすごい上手いのにびっくりしました

勝元：あ、そう、そういうコメント読んで？
勝元：そのコメントもさ、その

勝元：皆オレの弟子だぞ

圭子：英語と日本語を、まあ、ちゃ、チャンポンで書いてたりとかさ、

なんか「正真正銘の日本人みたい」とかさ、皆すごい漢字も書けるしさ、すごいよね
勝元：そうよね～～いわゆるRTK、Remembering the Kanji

圭子：ウワオ

勝元：のおかげ

圭子：すごい、あのね、日本人としてね、すごい嬉しい、こんなにたくさんの

勝元：日本人として、僕も嬉しいよね

圭子：お前日本人じゃねーよ
勝元：あ、すみません（笑）一時的に忘れちゃった

圭子：こんなにたくさんの外国人が日本語勉強してくれてるっていうのはすごい嬉しいことです

勝元：いや、外国人もいよいよね、ちゃんとね、きっちり、きっちり

圭子：きっちりね
勝元：きっちり、日本語を学んでもらう、な、なんかそんな時間がもう

圭子：ちょっとも、いいシステムを考えたんだけどこの

勝元：あ、そっ、いいシステム
圭子：いい、とってもすばらしいｼｽﾃﾑをね、皆さんにご紹介したいんですよ、

この三分間のポドキャストを是非、あの、スクリプトにしてね、メールで送ってほしいんです

勝元：そう

圭子：そしたら、圭子先生が添削してさしあげます、

勝元：そう

圭子：赤ペンでここが違うとか、ここ惜しいとかね、で、すごくよくできたスクリプト

提出してくれた人には、えー、齋藤圭子はですね、漫画家なんですが

勝元：すごい、漫画家ですか！

圭子：Yes,　I am、

勝元：漫画家ですか？！

圭子：Uh huh　あの、その人をイメージした四齣漫画をこのブログにアップする
勝元：ほんま？ほんま？

圭子：そんなごほうびでいかがでしょうか。てなことを、あの、エサにですね、

来週まで引っ張りましょう

勝元：ではまた次回に皆さん。ごきげんよう。日本語の勉強がんばってね　バイバイ

勝元：上等だからさ　
勝元：　バイバイ

